
科目ナンバリング 　U-LAS52 10007 PJ22　

授業科目名
　<英訳>

博物館実習（館園実務）
Practice at museum

担当者所属
職名・氏名

教授 総合博物館 岩崎　奈緒子
准教授 総合博物館 塩瀬　隆之
助教 総合博物館 角谷　岳彦
助教 総合博物館 竹之内　惇志

 

群  キャリア形成科目群 分野(分類)  学芸員課程 使用言語  日本語 

旧群    時間数  30時間 

対象学生  全学向 配当学年  ３回生以上 

単位数  1単位 

  開講年度・
  開講期

 2026・
 前期集中 

曜時限

 集中
 5月11日に事前指導、
午後6時30分から。全
5日の実習の内、1日
は7月から8月にかけ
て個別に実習日を決
定、残る4日間は8月
31日から3日まで毎日
10時から。　9月4日
に事後指導、時限は
未定。 

授業形態  実習（対面授業科目） 

 

 [授業の概要・目的]
博物館の現場で実際に館の活動を経験することで、博物館の理念や設置目的、業務についての理解
を深めるとともに、博物館資料の取り扱いや社会教育活動の一端を担うことにより、学芸員として
の責任感や社会意識を身につける。
実習は、総合博物館に所属する教員がリレー方式で担当し、標本の整理や管理、展示等、総合博物
館で日常行われている活動を経験する。
なお、「博物館実習（文化史）」・「博物館実習（自然史）」のいずれか２単位と、「博物館実習
（館園実務）」（１単位）を履修しなければ、学芸員資格を取得することはできない。

 [到達目標]
実習で体験する一つ一つの実務は館の活動全体のごく一部であり断片的に過ぎないが、実習を通じ
て、それらが有機的に関係し、博物館活動が成り立っていること、また、バックヤードでの研究や
館蔵品の管理が博物館活動の基礎となることを理解できるようになる。

 [授業計画と内容]
I　総合博物館における実習 
１　事前指導　５月１１日（月）午後６時３０分から、総合博物館北館講演室にて実施 
館園実習の目的や概要について指導する。 

２　実習 
・全５日間開講。 

・７月から８月にかけて、館の活動スケジュールに従い、社会教育活動の受講日を、受講者ごとに
１日設定する。詳細については、事前指導で説明する。 

・８月３１日（月）～９月３日（木）の４日間に、下記の実習を集中的におこなう。実習はすべて
１０時から４時半まで京都大学総合博物館で行う。各実習日に行われる実習内容の詳細は以下のと
おり。 
① 標本の管理（竹之内） 
② 展示 （岩崎） 

博物館実習（館園実務）(2)へ続く↓↓↓



博物館実習（館園実務）(2)

③ 広報・情報発信（塩瀬） 
④ データベースの作成とインターネット公開（角谷） 

実習日ごとに、実習内容・感想をレポートにまとめること。書式は事前指導において指定する。 

３　事後指導　９月４日（金）に総合博物館北館講演室にて実施 
実習日に作成したレポートをもとに、各自の実習内容について報告し、レポートを提出する。 報告
の時間帯は、実習初日に連絡する。

II　学外の博物館等での実習 
１　事前指導　５月１１日（月）午後６時３０分から、総合博物館北館講演室にて実施 
学外での実習を希望する者は、実習先の博物館等施設において、どのような内容の実習が行われる
のかを、事前によく調査の上、資料を提示して具体的に報告すること。 
報告内容に基づき、実習として認めるかどうかを審査した上で、１週間後にその結果を授業連絡メ
ールにて通知する。内容によって、実習として認めない場合もある。 

２　各自希望する博物館等施設において実習 
実習の受講日数は、最少５日間とする。 
実習日ごとに、実習内容・感想をレポートにまとめること。書式は事前指導において指定する。 
受け入れ施設より、実習修了の認定証を受領する。 

３　事後指導　９月４日（金）に総合博物館北館講演室にて実施 
実習日に作成したレポートをもとに、各自の実習内容について報告し、レポートと実習修了の認定
証を提出する。報告の時間帯は、８月３０日に授業メールにて連絡する。

 [履修要件]
３回生以上。
文部科学省により、博物館実習は大学における学芸員養成教育の最終段階における科目に位置づけ
られ、その中でも、館園実習では、学内実習で学んだ内容を現場で経験することを求められている。
そのため、学内実習として開講される全学共通科目の「博物館実習（文化史）」・理学部専門科目
の「博物館実習（自然史）」のいずれか２単位を事前に履修済みであることを要件とする。なお、
学内実習は必ずしも前年度の履修を要件とするものではなく、本年度前期開講の履修であれば、要
件をみたすものとみなす。

本授業の単位は増加単位となり，卒業に必要な単位にはならない。

 [成績評価の方法・観点]
レポート50％／平常点（実習への参加状況、標本の扱い方等）50％。
成績割合の評価についての詳細は、事前指導において説明する。

実習の欠席・遅刻は原則として認めないので、留意すること。

 [教科書]
使用しない
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 [授業外学修（予習・復習）等]
実習前に、博物館が実際にどのような活動をしているのかについて、知見を深めておくこと。
実習日ごとに、実習内容を振り返り、当初のイメージと実際との相違、問題点等の整理を行い、博
物館活動に対する理解を深めること。

 [その他（オフィスアワー等）]
本科目は事前指導後に履修登録をするため、KULASISでの履修登録を行わない。
履修を希望するものは、５月１１日（月）午後６時３０分からの事前指導に必ず出席のこと。これ
に欠席した学生の履修は認めない。
実習の欠席・遅刻も原則として認めないので、留意すること。 
万一の事故に備え、学研災（学生教育研究災害傷害保険）及び学研賠（学研災付帯賠償責任保険）
または同様の保険（生協の共済等）に必ず加入すること。   
なお、実習内容等を変更することがある。

 [実務経験のある教員による授業]
①分類
資格取得に関する授業科目のうち、当該資格の実務に関する授業科目

②当該授業科目に関連した実務経験の内容

③実務経験を活かした実践的な授業の内容

 [主要授業科目（学部・学科名）]


